





















































































































































































４. １　青森県 X 市の日本語支援団体 Y






























るという。主な参加者は JET プログラム（The 


























































































































出したのは 29 名で、このうち日本語支援活動中の人は 14 名だった。この 14 名のうち 10
名が Yのメンバーであった。本稿では、回答不備の 2名分を除いた 8名分の回答について
見ていく。 


































































































































































































































































































































































































































































































































（Steps for Cording and Theorization）を用い
て分析した。インタビュー分析の結果、「双方
向の学び」を実現するための「対話型」活動の
難しさと、「対話型」活動を取り入れられない
背景が明らかになった。これらの結果から、地
域の日本語教室に「双方向の学び」を実現する
ための「対話型」活動を浸透させるためには、
支援者向け講座がどうあるべきかを考察した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
